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ついにできたぼくらのグラウンド
泊小学校 グラウンド完成

古い記討のlド仁、 「運動会は昨年秋季に 11111、小丸山遊岡地

内において行なうを通例とせり」、とあって、運動会に限ら

ず、スポーツ！刊諸行事一切はすべて小丸山遊園地（現(1；の町；；；~； 

グラ ウン lつにおいて行広われたようで3ちる。

r:~を出ッてそれが次第におまつり的fJ.性梢を’需び、迎刷会と

もなれば、 llfJ中あげてイ_L事を休み、 ：ti，かい事：にi間内をたずさ

え、一日を行楽1切に業しく過ごしたものである。

~ijj和 3 'i:f：、県下l唯一の扶筋三階建校合が完成し、それに伴な

い立派な体育館が併設されたが、杭｜変わらず運動会は小丸Llii!it

l剖i也で行なわれ、学校に付随するグヲウントの建設なよ、すそく

関心1）間外におかれていたよ2であったコ

ところが、 6・3制の実地により、附利23年、出高校が新設

され、＇.＇.＇ 11¥'!fその条件のーっとして乙の記長筋校舎を県に桜供し、

小学院は川i'{j高等皮学校に移転するに弔った。

これからがし、わゆる 「伯小学校残断物語」と評されたll~J'I'~で

ある。

独立した校合もなくL講堂（J>l<i天体操場）もな〈、 さらに校

低もなく、集会的行事や体育の段業の際は時限割当によって交

正に高校とp~m し、ときによっては中学校も仲間入りしての三

者共HIとL、った、他に類例の見ない（，）＇妙にして不自然な状態が

脱出したのである。

ことに運動会シース、ンになると、その郁皮火量の必堅持貝

を、向車、リヤカ一、 トラックなどに臨んで、 2キロに及ぶj虫

距離を運搬せざるを得ない伯命令共に汁負わされていたのであ

った。

中高生はともかく、｜円高等科／｜：を失った小学校では、このよ

うな労力を｛、＇！＇：う作業は、児童、職員、 PT Aともに地唄な負担

となり、 ~~ ＇ーやくこのヒ白から手i校のグラウンドの必要性がr.L~ば

れるようーになった。

また、それと Jtに~，·，：した屋内（本以場の必法性もあわせて桁

！惑され、校合の新築というXぎな問題とからみ伶いながら、教

職員、 PT A、｜町当局Z〕共通課題として大きくクロースア ッア

されるにヨさった。

乙の問、学校統合｜問題と共に泊中学僚の新築が'if：瓜し、これ

に作って、小学校はまたまた古い中学校々舎をちょうだいする

岐目になった。字二カ・不．手：か、これによって昆内体操場問題は一

応解決されたが、グラウン 1－・問題は徐々に進展の徴をみせなが

らも、今日まで蛸牛のtiよみを続けてきた。

そして今年春に張って、関係者の絶えざる然意と努力と、さ

らにi≫J当局乃盟解によ って長年の労苦が実り、や っと議会にお

いて 600Jj円の予陣が承認され、学校南nmの土地 3.300平方メ

ートルを買収し、兜賀工事によってついに20年来約待望のグ弓

ウンドが完成、去る10月10日、意義ある体育の日に、泊小学絞

創設以来初めて学校に併設されたグラウンドにおいて記念すべ

き大運動会が挙行されたのである。

長年にわたって、乙の実現に奔走努力された関係者にと って

は、正に「ゃったぜ／ベピー」の流行語そのまま、感1rn量のも

のがあったにちがいなし、。なおまた、これは、伯小学校指革i去

の中刀一ページを飾る大きな記録として接ることであろう。

（ 編 集 委 員 間 部 醤治）

写真はついに完成したグラウンドで行なわれた泊小学校の運

動会風景
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文
他
山
自
に
先
が
け
た
十
一
月
一
目
、

県
議
会
議
場
に
お
い
て
、
府
向
何
十
同
年

度
前
山
叫
政
山
労
者
位
ひ
に
教
向
山
引
朽

の小
k
mw
が
行
な
わ
れ
、
制
日
川
か
ら
は
日
制

着
々
進
む

境
小
学
校
復
旧

八
月
九
日
内
山
中
豪
州
で
、
盛
山
が
山

崩
れ
を
ひ
き
お
ζ

し
、
日
間
出
．

MH刷、

則
子
議
、
給
自
室
を
十
八
前
刊
は
し
、
佼九
一－

内
が
床
上
ぽ
卜
と
も
泥
山
市
と
な
っ
た
境

小
学
校
の
白
川
は
、
そ

ω後
地
民
民
ゃ
山

係
万
国
の
協
h
H
、
阿
倍
川
仰
に
よ
り
逐
次
進
行

し
て
い
る
。

扇谷九Hii'i¥r門氏

作
九
ト
仕
州
門
氏
（
山
川
崎
）

、

長
崎
川
Mm氏
（
雌
谷
）
が
そ

れ
ぞ
れ
水
－
M
幼
労
、
林
業
幼

川
刀
れ
と
し
て
知
剤
一
次
郎
W
を、

ま
た
一
日
間
小
学
校
教
諭
竹
内

俊

十
氏
か
教
育
幼
労
者
と
し

て
県
教
育
委
パ
余
表
彰
を
受

け
り
れ
た
。

コ
一氏
の
幼
鍛
内
容
は
次
の

と
お

η

長 崎

。
扇
谷
九
左
衛
門
氏

附
利
二
十

一日
中
山
川
崎
浦
漁

業

協
同
組
合
長
に
就
任
以

米
．
二
十
数
年
間
的
印
加
来

の
仮
出
一
と
近
代
化
に
努
め
ら

れ、
県
漁
業
調
資
委
員
、漁
業

日
川
迎
合
会
役
め
か
～
肢
任
、

と
く
に
日
附
制
的
作
築
？
始

め
げ
山
崎
灯
訟
の
改
築
、
浅
尚

地
刑
事
業
、
漁
船
漁
具
保
全

施
A

両
市
業
の
批
進
に
多
火
山

山
川
印
刷
を
あ
げ
ら
れ
た
。

俊一氏竹 内

。
長
崎
仙
松
氏

昭
如
七
作
山
林
業
指
持
品
と
し
て
本
織

叫
後
続
林
制
介
役
口
、川
m
森
川
地
役
円
、
川
判

校
本
山
内
外
の
土
砂
排
出
は
地
区
民
の
協

力
と
路
川
桂
川
収
、

山昨
板
張
問
え
は
川
中
工

務
店
の
脳
げ
に
よ
り
、
九
月

一
日
か
ら
の

新
学
期
の
安
楽
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
聞

に
什
わ
J

AG

－れ
、
ま
た
、
こ
の
川
町
、

川
、
川川

の
白
川
化
も
交
り
、
十
八
似
し
た
紛
良
室
、
川

務
付
烈
．
引
阿
部
、
便
所
並
び
に
講
恨
の

休
紋
鋭
副
作
ょ
が
を
山
川
以
工
務
山
に
よ

っ
て

泊
工
、
十
二
日
J
l
五
日
完
成
を
め
ざ
し
て

が
り
、
こ
れ
で
境
小
学
校
ぱ
原
形
に
視
す

る
予
定
℃
わ
る
：
（
現
行
委
い
ん
｝

口
町
議
会
除
楽
番
凸
長
を
時
任
、

開
和
四

ト
年
明
口
町
総
林
組
合
長
就
任
、

利純
仲林
組

合
的
内
成

mm切
に
ま
い
進
さ
れ
、
と
く
に

地
凶
の
実
附
に
栴
回
附
し
た
日
掛
山
林
事
業

な
り
ひ
に
林
業
隅
治
改
科
事
業
山
維
進
に

火
き
な
幼
縦
を
あ
げ
ら
れ
た。

。
竹
内
俊
一
氏

叫
任
何
崎
小
学
叫
校
教
諭
と
し
て
民
験
、

児
童
教
育
の
か
た
わ
ら
、
浜
山
氏
出
り
直

糾

ω先
制
川
と
そ
勺
制
任
研
究
一
に
以
引
力
ぎ
れ

そ
れ・
り
多
く
の
削
究
央
制
は
け
本
的
な
も

の
と
し
て
学
術
的
に
H
M
く
評
価
さ
れ
、
ム
ー

間
的
長
惨
と
な
？
た
も
の
で
あ
る
。

気

が

る

に

民
生
委
員

ハ
児
童
委
員
）

に
ご
相
談
を

民
生
安
い
U
（
味
、
児
屯
委
付
｝
は
附
印
作

小
人
陀
山
委
嘱
安
バ
A

け
‘
人
間
涯
、
社
会
愛

に
ふ
と
づ
く
社
会
ポ
仕
の
桁
神
を
も
っ
て

社
Am－－制
川

mm巡
の
筋

一
線
で
働
く
州
竣
・れ

で
す
。

伺
川口
町
に
は
五
十
五
名

ω民
情
委
員
が

お
り
、
み
ド凡
さ
ん
の
川
内
を
拘
叫
し
て
．

関
係
機
関
と
迎
怖
を
と
り
な
か
ら
、
い
る

レ
ろ
な
間
閣
で
お
削

η
の
万
と
巾
叫
昨
日制
ぷ

し
、
少
し
で
も
上
山
十
せ
に
な
っ
て
レ
た
だ
け

る
よ
う
活
動
在
枕
け
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
家
信
．
で
も
、
崎
市
ゃ
．
臥
抑

自
に
一
凶
ら
れ
た
り
、

母
子
世
帯
、
児
童
の

川
岡
、

山
河
休
陥
山山
者
、
梢
抑
的
必
者、

巨

人
問
題
、
山
本
脳
内
外
の
人
間
山
係
な
ど
で

心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
・
均
‘
m
hvl
の

m代
小
r
．委

－け
に
C
述
焔
く
だ
さ
い
い
。

日
比
件
費
的
は
糾
凶
、

公
平
．
M
怜広山再
－モ

ッ
ト
ー
と
し
て
お
り
ま
ザ
の
で
、
い
つ
で

も
気
軽
に
判
附
し
て
く
だ
与
ぃ
。

（
問
山
中
点
、ハ
パ
運
的
協
議
～
一一｝

寸
知
つ

て
お
き
た
い
J

簡
単
な
法
律
｜
－

相
続
放
棄
に
つ
い
て

相
縦
放
棄
と
は
、

被
凶
相
続
人
（
死
亡
し

た
人
）

の
資
所
も
れ
的
も
と
も
に
相
続
し

な
い
こ
と
で
、
こ
れ
を
す
る
に
は
、
版
刷

と
し
て
、
砂
州
統
人
が
－
死
亡
し
て
、
向
分

の
た
め
に
相
続
が
附
仙
則
し
た
こ
と
か
知
っ

た
附
か
ら
一－T
J
月
以
内
に
‘

州
制
収
燦
申

述
帯
に
相
続
人

（
安
や
千
な
と
）
で
あ
る

こ
と
の
証
明
（
戸
籍
謄
本
）
を
添
え
て
、

家
山
地
裁
判
所
魚
川
伸
文
部
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
乙
れ
に
必
盟
な
鶴
間
は

巾
述
人
一
人
に
五
十
円
の
印
紙
と
連
絡
用

の
切
手
が
少
し
い
る
だ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
以
近
杓
税
収
於
山
中
述
の

か
わ
り
に
、
山
刊
川悦
を
叩
ゆ
る
つ
も
り
の
人
が

他
の
相
続
人
約
一ー
’
日
分
に
相
続
分
は
な
い
L

U
刊
の
説
明
討
を
つ
け
、
相
続
の
登
記
を
す

る
例
が
か
九
は
り
あ
る
よ
う
で
す
が
、
乙
の

よ
う
な
や
り
方
は
、
説
明
内
に
押
印
し
た

人
が
、
遺
産
は
む
ら
わ
ず
負
債
だ
け
う
け

つ
ぐ
な
ど
、
後
日
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起

き
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
州
制
枚
誕
の
巾

述
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
起
き
な
い
わ
け
で

家
庇
抜
判
所
に
は
無
料
の
山
中
江
刀
の
用
紙

を
川
忠
し
、
同
き
刀
も
指
持
し
ま
す
の
で

気
継
に
と
利
用
く
だ
さ
い
。

（富
山
家
庭
鍛
判
所
）

十
一
月
の
人
権
法
律
相
談

IJ 
II守

ト
一
月
十
七
日
九
日
付
）

午
後
－
時
か
ら
問
時
ま
で

場
所

朝
日
町
線
工
会
部

（
総
務
訓
）

一

善

意

の

窓

…

つ
ぎ
の
万
々
の
ご
方
ぶ
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

て

松

井
久
孝
（
間
山
市
）

社
会
制
祉
事
業
に
．
一
、

0
0
0円

一、

陪
名
（
平
柳
一
区
）

社
会
福
祉
事
業
に
二
、
0
0
0円

一
、
桑
叩
盟
法
（
中
町
）

約
川
川
合

百

0
0・一円

一
、
卜
沢
附
・4
（
附
水
町
）

拾
得
金

五

O
O円

一
．
ふ
似
品
川
敬
次
（
四
一卜
町
）

拾

得

金

二

九

O
円

一
、
藤
田
隆
治
（
三
枚
橋
）

社
会
福
祉
事
業
に
四

O
、
0
0
0円

（
刷
出
町
的
意
銀
行
〉

「
小
さ
な
親
切
」
八
力
条

一、

朝
夕
の
あ
い
さ
つ
を
か
な
ら
ず

し
ま
し
ょ
う
。

二
、
は
っ
き
り
し
た
声
で
返
事
を
し

ま
し
ょ
う
c

三
、
他
人
か
ら
の
観
切
を
心
か
・
り
う

け
入
れ
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

い
ま
し
ょ
う
。

問
、
人
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

わ
れ
た
ら
「
ど
う
い
た
し
ま
し

て
」
と
い
い
ま
し
ょ
う
。

五
、
紙
く
す
な
ど
を
や
た
ら
に
す
て

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

六
、
議
単
や
パ
ス
の
中
で
、
老
人
や

赤
ち
ゃ
ん
を
．
た
い
た
お
か
あ
さ

ん
に
は
附
を
ゆ
す
り
ま
し
ょ

，っ
。

七
、
人
が
凶
っ
て
い
る
の
を
見
た

ら
、
手
つ
だ
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

。
・h
ノ

八
、
他
人
の
め
い
わ
く
に
な
る
こ
と

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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選

知
つ

－

g
：
・附

：：・：：

て
お
き
た
い
選
挙
の
知
識

；

挙

と

後
援
会
・
友
の
会
の
反
省
を

ひ

L

ハ
O
年
も
凶
の
訴
で
あ
る。

人
力
車
が
、
私
の
家
の
前
で
止
ま
っ
た
。

お
低
符
様
で
あ
ろ
う
か
、
レ
ゃ
、
家
に
病

人
が
い
た
い
の
に
と
変
に
思
っ
た
。
降
り

て
き
た
人
は
、
羽
織
は
か
ま
の
と
て
も
悦

そ
う
な
人
で
あ
る
c

「
私
は

O
Oで
あ

η
ま
す
が
、
お
父
お
ま

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

」

「
ハ
イ
、
呼
ん
で
き
ま
す
沙
」

制
か
ら
じ
ぬ
る
よ
う
に
必
ぎ
、
私
徒
出
い

越
し
て
．
そ

ω仰
そ
？
な
人
を
加
え
入
れ

た。

川
円
一
が
火
い
そ
ぎ
で
、
榔
か
し
た
鉄
・伐

を
私
が
作
っ
て
、
て
人
の
快
議
し
て
い
る

凶
仰
．
半
ゆ
符
川
に
人
る
と
．

「
自
同
党
の
述
小
の
め
の
は
げ
し
い
政
明

訓
説
に
対
し
て
、
わ
が
民
政
党
は
：
：
：
」

と
い
う
よ
う
た
訴
に
少
小
で
あ
る
。－
d
っ

た
ま
ま
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
い
る
払
に
や
お
ら

「
い
い
お
子
さ
ん
で
す
ね
」

と
O
Oさ
ん
は
顔
中
に
え
み
を
浮
か
べ
て

私
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
前
払
は
父
に
鉄
一政

を
手
政
し
て
、
真
赤
に
は
お
か
い
ほ
て
ら
し

そ
そ
く
さ
と
部
屋
を
川
に
。

今
か
ら
考
え
る
と
．
必
恨
の
例
別
訓
川

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

O
一年
躍
的
の
日

ム
Aω
代
議
士
が
不
敗
を
持
っ
て
い
た
凶
の

こ
と
。

「
叫何
い
濃
い
の
あ
い
さ
つ
〈
対
叩

寝
中
見
抑
状
）
よ
り
も
カ
ネ
の
五
州
も
く

れ
り
平
よ
い
』
と
か
う
文
句
が
、
ど
と
か

ら
と
も
な
く
流
れ
出
し
、
そ
の
疏
れ
が
川

下
新
川
間
一
円
余
は
ん
濫
し
た
附
代
が
め

っ
た
。
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こ
の
お
｝一
人
の
代
議
上
さ
A
に
、
ー
げ
の

選
以
F
M仙川
以
を
け凡せ
た
ら
、
お
っ
し
ゃ
る
で

あ
ろ
・
フ
。

－
己

ω心打球
は
何
市
ぞ
。
川
市

の
時
代
よ
り
も
進
歩
ど
乙
ろ
か
、
大
い
な

る
附
．
泌
で
あ
る
。
私
は
個
別
訪
問
し
て
、

政
弘
の
交
微
を
し
た
。
ま
た
支
持
し
て
く

れ
る
同
志
に
季
節
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
し

た
リ
と
こ
ろ
が
現
代
は
何
た
る
こ
と
ぞ
c

あ
の
了
こ
の
下
で
朕
附
民
引
を
ゆ
さ
ぶ
る
泥

以
は
%
に
め
き
れ
以
て
た

X
化
人
で
あ
る

こ
と
よ
。
…比
川
は
新
年
川
氏
会
と
て
、
一
人

wl
η
．山
内
ヘ｜
一一．h
川
）会
白
で
、
ヤ
札
円
川

（
i
千
円
）の．
削
峨

η
。
そ
の
ぶ
削
は
ど
こ

か
ら
。
花
見
の
附
峰
り
に
も
納
械
の
容
に

も
却
が
ヒ
持
じ
ラ
舛
っ
て
い
ま
す
ぞ
い
。

1
1明
る
く
正
し
い
選
挙

へ
l
J

rl’
話
し
合
い
活
動
で
常
時
啓
発
4
1
1
．

附
加
凶
十
三
年
か
ら
円
十
六
年
ま
だ
の

円
作
問
、

「
川
る
く
止
し
い
選
手
抑
進
市

点
的
発
地
区
）

と
し
て
閃
か
・り
指
定
さ
れ

た
明
凶
町
の
明
正
選
挙
椛
進
協
議
会
で
は

ご一
小
川
の
凶
十
凶
作
皮
を
．
昨
年
学
純
や

州
入
学
級
に
お
け
る
政
治
学
習
と
、

U
W
人

会
の
話
し
合
い
活
動
に
よ
る
政
治
必
ぷ
の

山
川聞
の
年
と
し
て
と
り
あ
げ
、
刺
入
会
と

の
ぷ
し
合
い
情
動
に
つ
い
て
は
伐
の
よ
う

な
川
剛

〈十
二
パ
ま
で
の
分
）
で
小
一
グ
ル

ー
プ
知
団
信
動
に
市
．
r
M
を
お
い
て
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
描
．帥
に
つ
い
・
て
ゆ
行
「
の
愛
泌
が

め
る
か
も
知
れ
ま
せ
八
。

十

一
月
五
日
午
後
じ
時

間
州
人

h
m…

「
d
民
と
政
治
」

松
川
刷
パ

九
日
午
後
｝
叫
パ
肉
汁
小川
子
校

「
円
少
年
間
地

h
川
出

川
門
会
児
学
と
机
し
、
そ
の
後
岡
山
台
、
必
の

の
合
引
併
郎
総
山

tv、
以
広
見
物
、
主
小
』

の
フ
ト
コ
ロ
を
い
た
め
つ
け
る
，人
予
．
た
、

叫
峨
だ
と
先
ん
止
の
川
総
と
川
削
を
明
資
さ

せ
る

o
M附
作
祭
に
安
で
、
先
小
し
の
ザ
イ

ノ
ル
』
し
ぼ
る
と
は
川
た
る
こ
と
だ
ν
あ
あ
、

ぶ
附
ト
グ
・
、
d

そ
れ
で
い
て
、
何
か
に
つ

け
て
、
政
治
が
お
る
い
と
い
う
。
あ
ん
た

ら
が
政
治
ぞ

わ
る
く
し
て
い
て
、
社
会

必
の
．似
を
す
べ
て
政
出
に
川
す
る
a
そ
の

似
を
判
制
し
て
い
る
も
の
は
誕
ぞ
。
そ
れ
は

後
民
会
、
ぷ
の
ん
い
ハ
と
か
で
刊
号
あ
げ
て
る

万
Y
の
小
に
め
る
の
で
は川
崎
い
か
L

そ
の

万
三
が
騒
げ
ば
雌
ぐ
ほ
ど
、
間
い
似
の
水

が
出
色
に
掛
り
に
削
る
の
で
は
な
い
か
。

、
．．

．
 

di52ω
欣
中
小
奈
川
以
な
山
一
川

υ
で
‘

今

月

の

税

金

は

耐
り
を

mす
刊
明
に
ゆ
中
で
あ
る
の
ど
匂

同
店
mu・陀
税

三

則

何
の
た
め
の
後
舵
台
、
何
の
た
め
の
い
ぷ

ω

水
利
地
捺
純
八
h
則
汁
で
す
。

A
W
な
の
か
、
後
阪
会
は
、
必
の
ん
れ
は
、
そ

t
K
I
－－
i
LI
l
i－
－

lu七
ト
E
I
I

ニ
ト
．
日
午
後

．
叫

耐

似
公
民
間

－

M
人
と
蚊
治
」

野
島
二
郎

二
十
三
日
午
後

一
昨

柳
川
公
民
飢

「
川
る
い
円
余
低
んし
祈

」

牒

条

W
・仙
川

十一

一川

一
日
午
後
一
時
点
J
d引
崎
公
民
間

「
青
少
年
非
行
防
止
に
つ
い
て
」

太
川
ひ
ろ

五
日
午
後
－

時
半
寸
前
財
人
会
飢

「
日
本
の
主
射
と
海
外
の
主
制
」

Y
－ぽ
T
V4
rに

－

A
州
J

’Ld
l

十
日
午
後

一
時
半

山
公
民

m

「
か
し
こ
い
梢
伐
お
」

野
村
久
凶

卜
日
午
後
七
時

打

小
野
公
民
加

「
乙
れ
か
ら
の
・主
制
’・

也
川
桁
万

十
．h
日

一
川
平

小

化
池
公
凶
削

「
財
人
と
政
治
」

野
村
久
川

十
六
い
い
午
後
－
一
時
的
股
協

パ
川
少
年
・
と
吋
の附ぃ
t

小
林
ハ
ル

1
日
午
後

．
川

総
川
崎
公

N
m

「今
日
の
州
人
の
あ
り
万

一広
川
如
何
必

卜
｜
－
－
E
．J
r
J

・l
t刊
に
き
れ

小
利
ピ

l
l川
H
H

h
引

ι
q
J
d
，A
H
h

「
乙
れ
か
ら
の
政
治
日
体
な
っ

十
五
日
午
後
一
川
半
羽
入
公
氏
航

「
明
る
い
家
嵯
寸
く
り
」

高
椋
な
つ

十
五
日
午
後
七
時
荒
川
会
館

「
青
少
年
問
題
」

大
川
ひ
ろ

十
五
日
午
後
匂
時
東
部
保
育
所

「
こ
れ
か
ら
の
主
制
」

次
ぬ
い
X
F

十
六
日
午
後
七
附
爪
野
公
凶

m

「
こ
れ
か
ら
の
主
制
」
桜
件
伊
一一“松

1
六
日
午
後
七
時

「
背
少
年
川
組
」

日

淀

川
．山H
．二

二
十
日
．午
後
－
附
加
川
公
民
間

「
明
る
い
家
嵯
づ
く
り
」
水
鳥
文
・卜

－一十
日
午
後

一
時
ぷ
崎
公
民
館

「
か
し
こ
い
尚
泊
者
」

高
体
な
っ

二
十二
日
午
後
一
時
半
殿
町
公
民
館

「作
ら
し
と
政
的
L

M
M

ル
伊
・
二
日松

の
地
域
住
民
の
．
正
し
い
政
治
必
胤
を
刈
似

す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

広
い
政
治
知
市
川
を
似
以
す
る
機
関
で
あ
る

べ
き
記
。
政
治
の
浄
化
辿
動
に
得
与
す
る

間
体
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
山
口
印
刷
附
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
よ
く
あ
ん
た
の
日

比
の
似
削
を
口
見
つ
め
い
は
行
し
て
い
た
ど
き

た
い
。
’
H
分
速
が
中
央
政
治
、
地
じ
り
政
治

に
、
ど
の
位
什
．
し
く
明
る
く
、
大
ぎ
く
さ

れ
い
に
寄
与
し
て
い
る
か
を
。
も
し
．什．
L

く
明
る
い
、
よ
り
目
い
政
治
意
織
の
高
似

を
け
ざ
し
て
の
会
が
あ
れ
ば
、
段
大
の
敬

広
を
点
す
る
も
の
で
あ
る
ο
」
と
。

（川
正
選
法
ド
肌
進
協
縫
合』

（川
口化
選
常
減
進
協
議
会
）

税
務
署
だ
よ
り

。
納
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

所
川
同
脱
加
二
則
分
の
納
期
は
十
．． 
川
．

H
で
す

脱
務
掛
か
ら
、
納
机
者
に
対
し
て
、
脱

簡
を
記
政
し
た
関
係
世
間
類
を
お
送
り
し
ま

す。納
税
は
、
股
業
協
同
組
合
〈
支
所
）
で

例
年
ど
お
り
十
三
月

一
日
に
、
あ
な
た
の

貯
金
口
座
よ
り
振
問
え
て
納
税
し
て
く
れ

攻
す
が
、
い
ま
一
段
貯
合
U
附
を
お
た
し

か
め
の
う
え
納
税
制
中
附
を
し
て
く
だ
さ
い

災
山
川
そ
の
他
で
、
本
年
ほ
の
所
仰
が
円

し
く
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
十

一
月
十
五
日
ま
で
、
減
．
制
巾
泊
H

川
を
税
務

怖
に
射
出
し
て
く
．
た
さ
い
。

災
山川
に
よ
る
場
合
は
、

「
災
苫
を
受
け

た
資
産
の
明
細
品
川
・7
e添
え
る
乙
と
を
忘

れ
な
い
で
く
．た
さ
い
。

川
火
山
引
け
を
受
け
た
資
肢
の
刷
釧
山
の
川
紙

は
役
場
税
務
課
に
附
え
て
お
り
ま
す

u

ご
相
談
く
だ
さ
い

税
の
相
畿
日
の
お
知
ら
せ

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
税
に
つ
い
て
の

法
律
や
規
則
が
む
ず
か
し
い
と
お
困
り
の

万
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
税
務
署
で
は
、
こ

の
よ
う
な
お
万
の
た
め
に
師
月
五
日
、
十

五
日
、
二
十
五
日
を
税
の
相
議
日
と
定
め

い
ろ
い
ろ
な
苦
情
や
必
見
、
川
智
認
を
少
し

で
も
多
く
お
聞
き
し
、
刊
さ
ん
の
悩
み
を

な
く
す
る
と
と
も
に
、
「
近
づ
き
ゃ
す
い

税
総
川
署
」
の
実
現
に
つ
と
め
た
い
v
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

同
舵
に
閲
す
る
工
小
似
・
・
、
不
満
．
意
見
、

法
問
H

等
、
こ
の
機
会
に
、

日
頭
あ
る
い
は

屯
点
、
手
紙
叩
引
の
刀
法
で
ど
し
ど
し
鋭
務

将

へ
山
中
し
川
て
〈
だ
ぷ
い
。

（
似
－

m挽
務
湾
）

4

．FD
向ヨ
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ス
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君ナ
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！拘3

￥~ 
ス 7こ

ょっ
施

問
の
補
助
耶
業
、
指
定

市
町
村
山
少
年
ス
ポ
ー
ツ

活
動
事
業
の

一
回
と
し
て

朝
日
町
勤
労
山
少
印
メ

ポ
l
ツ－
γ
ス－
r
，か
、
ト
川

｜
一一
一目、

山
中
学
位
に
お

い
て
、
自
民
紡
鎖
的
仁
湯

女
子
積
川
口
や
町
内
背
山
h

－
m

M
H
1
約
八

O
U引
が
み
印
刷
し

て
%
仰
さ
れ
た
ω

こ
れ
は
、
以
以
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
以
米
．
円
本
人
、

特
に
青
少
作
の
体
似
、
体

力
の
向
上
と
い
う
こ
と
が

人
き
く
川
は
れ

γ
い
る
山
中

で
、
川
少
年
の
体
刀
や
述

動
能
hμ
を
肥
似
し
、
ル

mM

mm悼
と
あ
わ
せ
て
、
日
川
少
作
の
，
〈中小

l
γ

一的
動
を
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で
、
川
で
は
、

こ
の
ヌ
ホ
l

ツ
テ
ス
ト
と
あ
わ
サ
て
、

ス

ボ
l
ツ
教
室
の
開
設
や
背
少
年
ス
ポ
ー
ツ

ク
ワ
ブ
の
粁
成
に
ほ
り
組
ん
で
い
る
。

ス
ボ
l
ツ
テ
ス
ト
の
結
集
か
ら
み
る
と

述
耐
を
行
な
っ
て
い
る
好
少
年
は
亦
悦
に

少
な
く
、
そ
の
た
め
か
、
総
体
的
に
ス
タ

ミ
ナ
（
持
久
h
M
〉
の
不
起
が
う
か
が
え
る

尉
在
、
制
・
り
か
の
運
動
車
市
｝
行
な
っ
て
い

る
人
と
、
全
く
行
な

っ
て
い
な
い
人
と
で

は
は
っ
寄
り
と
涼
が
出
て
お
り
、
迎
肋
を

行
な
っ

て
い
な
い
人
は
ゑ
タ
ミ
ナ
．
た
け
で

な
く
、
仙
似
し
I

’つ仙
川
や
柔
軟
性
、
僻
知
山

も
劣
る
こ
と
が
一社
附
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ス
タ
ミ
ナ
や
政
し
よ
う
性
と
い
っ

た
こ
と
は
、
制
民
民
で
長
少
き
す
る
た
め
の

一小
川
ωへ
の
必
ぷ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
日
常
に
お
け
る
辺
助
の
実
胞
が
い
か

に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る

川
と
し
て
は
、
じ
れ
ら
の
資
料
を
以
悦

に
し
以
が
ら
、
今
後
の
刺
広
い
附
へ
の
体

行
b
M
M透
に
努
力
す
る
北
側
で
あ
る
。

（
教
育
委
町
会
）

八
写
真
上
V
新
み
台
刊
一降
運
動
に
よ
る
ス

ク
ミ
・
ナ
の
チ
ス
ト

一
体
協
だ
よ
り
一

一ゾ
第
十
回
田
町
民
庭
環
大
会

（
九
川
二
十
三
日
、
リ
ポ
紡
）

八

一
部
V
①
ぶ
付
制
川
ア
稲
村
山
川
刺

ω小

川
出
掛
・

作
川

一
－F
制

ハ
．． 

mv①
広
川
敏
二
・
木
村
正
副
制
＠

街
地
い
じ
〈
・
平
的
保
彦
制

V
原
六
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

則

M

卜

一
・川
二
十一一
一U
（
H
）

会

場

大

災
・
げ
は
小
学
校

（
例
日
町
体
行
協
会
）

ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
J

「
こ
と
し
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
し

明
る
い
位
脱
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

ス
．
ホ
ー
プ
の
科
附
へ
の
門
汝
と

U
市
化
を

け
ざ
し
て
．
こ
と
し
も
例
日
町
ス小中
l
ツ

教
引
が
洲
ぷ
4
・
れ
て
い
る
。

そ
の
先
日
却
を

ωっ
て
、
じ
川
に
、
沼
地

氏
の
婦
人
を
対
象
と
し
た
バ
レ

ー
ポ

l
w

コ
ー
ス
が
開
講
（
二
年
連
続
）
、

八
月
の

集
中
豪
雨
災
計

ωた
め
現
保
ま
ど
休
什
し

て
い
る
が
、
こ
の
あ
と
川
附
す
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。

十
川
一
一
卜
一

円
は
、
的
地
げ刊
の
い
刷
人
、

阿
川
壮
年
を
対
象
に
バ
ド
ミ
ン
「
ン
コ

1
ス

が
間
減
、
受
消
将
た
ち
は
一
ほ
の
社
市
の

山
以
れ
も
い
と
わ
ず
、
成
附
の
制
か
い
指
碍

の
も
と
、
－
け
い
羽
似
を
大
介
お
く
打
ち
A
H

ぃ、

ス
ポ
ー
ツ
の
出
し
さ
を
味
わ

っ
て
い

る
。乙

の
あ
と
、
十

一
川
に
、
ト
八
・
米
民
地
．
弘

の
vげ
作
、

財
人
刈
象
の
バ
ド
－
z
・ノ
ト
ン
コ

ー
ス
、
南
保
地

K
の
い
州
人
を
対
象
と
す
る

山
球
コ

l
ス
、
来
午

一
月
に
は
、

町
内
月

壮
年
か
・対
象
と
す
る
λ

キ
l
コ
ー
ス
が
そ

れ
ぞ
れ
開
講
さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
成
栄
を
、
健
肢
な
か

ら
だ
づ
く
り
、
明
る
い
生
活
づ
く
り
へ
と

役
町
介
せ
に
い
も
の
で
あ
る
。

〈
教
育
後

U
会）

〈
写
真
上
〉

什
が
疏
し
な
が
ら
臼
しい
羽
似
を
打
ち
合

う
HH
山
地
慌
の
バ
ド
ミ

・J
－r
ン
コ
ー
ュ

簡
易
保
険
福
祉
施
設
の
利
用
を

間
妨
保
険
ば
、
加
入
の
際
に
医
者
の
法

附
を
必
・泌
と
す
ず
、
加
入
民
引
の
他
民
と
削

M
m
t
官
川
肱
ず
る
こ
と
そ
け
的
と

L
て
い
る

保
険
で
す
。
そ
の
た
め
尽
く
か
ら
保
健
施

設
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
得
地
に
あ
る
似
健
所
も
、
も
と
を

た
ど
什
ば
間
幼
保
険
位
以
川
相
談
所
が
ほ
体

に
な
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。

簡
M
m

保
険

で
は
、
現
在
、
簡
易
保
険
診
樹
所
を
、金
沢

市
脅
は
じ
め
全
同
に
二
十
九
カ
所
成
問
し

山
川
へ
き
地
に
は
必
似
巾
や
法
相
舶
を
川

い
て
泌
川
珍
械
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
簡
易
保
険
独
’
け
の
川
社
施

設
と
し
て
、
加
入
者
ホ
l
ム
、
保
護
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
c

こ
れ
ら
は
、
今
ま
で

の
似
間
仰
泣
か
ら

一
少
進
ん
で
、

E
後
の

木
市
ル
川
る
く
決
し
く
N
M
V
」
寸
た
め
の
‘

図

書

館

だ

よ

り

八
新
着
図
書
V

少
作
帆

H
年
藍

u
dpド
ぽ
叫

越
山
げ
の
此
将
た
ち

J
b仇

1
k
l
v
R
I
H
U

h
u
H山
小
’

i
t
u
g
h－！’

う
た
の
ふ
る
さ
と

上
高
地
の
大
将

日
本
の
消
淑

州
日
新
聞
社

川

h1
辿
t
h事

北
凶
本
新
聞
批

刊
本
交
通
公
社

竹
内

勉

木

村

制

木
川
水
徳

a
a
τ
n
o
n
U
 

あ
る
い
は
あ
す
の
エ
ネ
ル
，
キ
ー
を
た
く
わ

え
る
た
め
の

ν
ク
リ
ェ

1
シ
a
ン
や
保
養

の
た
め
の
施
設
を
広
く
加
入
者
に
県
供
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
加
入
者
ホ

ー
ム

は
石
川
県
和
合
副
・泌
を
は
じ
め
、
ふ
に
闘
の

削
－H水
地
や
川
勝
地
に
十
一一一
芝
山
、
保
盤
七

ン
タ
l
は
行
川
似
山
代
郡
成
、
日
山
県
川

中
町
、
稲
ル
山
山
側
町
を
は
じ
め
、
全
闘
に

一一
一1
一
カ
所
設
服
し
て
い
ま
す
。
近
い
将

来
に
は
、
保
蕗
セ
ン
タ
ー
を
人
ト
同
で
四
十

一
カ
所
に
鉱
充
す
る
計
闘
を
持
っ
て
い
ま

す
。利

川
の
際
に
は
、

市川
制
は
郵
悦
聞
に
お

た
す
ね
く
．
た
さ
い
。

（附
郵
便
同
）

県
科
学
展
に
三
点
が
入
賞

十
月
一
ペ
日
か
ら
．h
日
ま
で
の
一ニ
日
間
、

県
民
会
館
で
聞
か
れ
た
第
二
十
八
川
川
山

県
科
学
出
で
、

朝
日
町
出
品
作
品
の
中
か

ら
伐
の
一・一
点
が
ス
．
nし
た
。

マ
命

日

か

た

つ
む
り
の
か
ん
さ
つ

泊
小

一
作

秋
山
純
子

ヘ
チ
マ
の
観
照

前

小

三

作

木
村

風
制
実
験

ー
ハ
パ
．
一－h
．

マ
鋭
白

羽川

一v銀
賞

い
し
ト

K

能
光
州

外
間
約

（
教
行
・
1wU
〈ハ）

同
民
の
文
学

U
Mm
 

んハ・
子
の
越
川

江
川
の
憎
間

1
i

、e・g
－’fノ

。Fザ
ザ

’
γ日
叫
甲

山

m
u
h浮
沈

父
、
の
旅
（
卜
）

仙
川
社
長
の
的

f

鎖
蝉

作
の
減
出

航
に
－
M
つ
山
川

山 1kJH竹 ：：r：約 fff I,・: I/.:川斗1

7・i二橋綴！』；i!/( I援 t-~ 白上山
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米
を
め
ぐ
る
社
会
的
労
の
髭
化
で
、
今

後
の
米
作
り
の
あ
り
万
炉
問
地
と
さ
れ
て

お
り
、
乙
と
し
の
米
作
り
を
凶
行
し
、
来

年
の
参
符
に
し
た
い
も
の
で
す。

市
品
種
の
統
一

良
宵
米
品
開
刊
の
統
．
に
よ

η
、
尚
円
山
内

の
高
い
品
川
刊
の
作
付
け
で
、
州

H
Xと
し

て
の
山
川
酬
を
日
め
る
こ
と
が
K
切
で
す
。

こ
と
し
は
、

品
開
凶
新
の
翻
捌
小
足
写

で
、
統

一
が
関
紙
措
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ

ほ
統
一
さ
れ
よ
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
心

今
後
は
品
開
を
統

一
し
、
良
一m米
の
生

東手教室
名事

米

反 省

のしと、ー

ひさあ（別級協会l';lJ第171号(5) 

の

．此
に
努
力
さ
れ
、
作
付
庇
ハ
ヴ
M
T
J

で
、
機
械

の
利
川
．U
そ
高
め
る
こ
と
が
必
却
で
す
。

あ
良
質
米
品
種
の
栽
培
技
術
の
向
上

ホ
ウ
ネ
ン
ワ
七
、
ほ
路
問中仲
1
．で
は
、
ま

ず
倒
伏
の
弘
山
H

，か
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
と
し
は
、
初
期
作
向
の
お
く
れ
で
、

分
け
つ
も
お
く
れ
、
中
間
追
胞
を
施
し
、

hUざ
め
が
な
い
の
に
、
制
時
胞
を
施
さ
れ
、

内
川
の
で
き
の
よ
い
凶
ほ
ど
倒
伏
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
、
殺
側
節
度
を
増
加
し
、
一川
肥

斜
制
で
色
ざ
め
期
を
作
り
．
隠

w’、
実
肥

で
、
み
の

η
の
よ
い
、
良
質
米
多
収
が
か

な
め
と
な
り
ま
す
。

山
川
五
．れ
の
作
り
で
は
、
か
え
っ
て
似

一械
や
品
目
ι
住
民
ト
し
ま
す
3

四
品
質
の
向
上

上
山
咋
級
米
八
一
九
%
を
い
際
と
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
ほ
ぽ
J
d
瓜
さ
れ
ま
し
た
。

但
し

一
部
に
、
け
凶
稲
か
ら
災
’る
品
質
の
低

下
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
一

C

C
%
上
位
咋
級
に
な
る
よ
う
に
令
め
ま

し
I

う。

りくつ

ま
た
刈
り
恥
く
れ
、
位
以
、
刑
判
収
機
一

ω

取

η
紋
い
の
一小
池
か
ら
の
品
開
低
下
も
一

部
に
あ
り
ま
し
た
3

典
史
米
山
防
仕
で
は
、
円
以
仰
が
主
体
と

な
り
、
川
門
川
米
に
臼
主
検
伐
に
よ
り
、
民

日
米
の
防
止
が
亡
き
ま
し
た
。

一
部
、
乾
燥
機
の
不
附
か
・
り
し
て
、
う
た

が
わ
し
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
使
間

出
の
一泊
正
に
よ

η
防
止
で
き
ま
し
た
－

u

今
後
と
も
、
山山
川
氏
米
川
区・闘
の
や
け
米
、

不
完
全
燃
焼
に
よ
る
興
央
米
の
防
止
に
勿

刈
ず
べ
き
で
す
3

洲
そ
の
他

民
中
豪
雨
に
よ
る
水
内
後
の
仰
い
班
、
病

山
Y
，
虫
の
治
問
削
除
に
よ
り
、
被
引
一
け
が
」
段

y

川
以
に
防
止
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
地
刈
の
則
強
に
よ
り
、
う
ま
い

米
作
り
を
さ
れ
、
小
般
的
批
ト
の
た
め
、

以
織
品
目
附
と
筑
間
紋
凶
引
を
進
め
、
機
版
作

業
体
系
に
よ
り
、
特
力
化
し
、
労
働
時
聞

を
也
市
内
に
向
け
。
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
大
切

と
な
り
ま
し
t
う。

（入
部
以
来
改
良
料
品
品
川
州
日
文
所
）

十
一
月
二
十
六
日
か
ら

・・・
全

国

秋

季

火

災

予

防

運

動

・．．
 

白
地
し
に
火
の
気
が
ほ
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
ν

火
災
の
発
生
も
こ
れ
か
F

り
が
段

む
多
い
時
期
で
す
の
で
、
こ
れ
に
備
え
て

ん
h
悶
火
災
予
防
運
動
を
氏
の
要
領
で
行
な

い
ま
君
。

ハ
机
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
防
六
店
品
会
河

め
、
火
災
発
生
と
人
命
損
似
事
故
を
絶
滅

し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
の
令
問
統

一
版
活
は
「
今
折
て
た

タ
バ
コ
の
限
度
が
七

O
O
皮
・
一
と
な
っ
て

お
り
、
た
ば
こ
火
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
出

火
、
－
M
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
が
高
い
出
火

ギ
を
し
め
て
い
る
こ
と
を
強
く
湾
刊
し
て

い
ま
す
。

一
、
実
胞
の
期
間

十
一
月
二
十
六
日

t
十
二
月
二
日

二
、
会
聞
い
っ
せ
い
実
施
事
瓜

①
旅
如
、
ホ
テ
U
N

に
お
け
る
諸
制
設
附

の
桃
仰
と
印
川
市
者
に
対
す
る
遊
燃
料

路
の
案
内
u

①

「
た
ば
こ
」
の
投
げ
捨
て
と
、

消
防
署
だ
よ
り

順
調
に
進
む

桜
町
保
育
所
改
築
工
事

昭
和
四
十
同
年
度
引
誌
と
し
て
実
施
し

て
い
る
桜
町
保
育
所
改
知
正
取
は
削
捌
に

進
め
ら
れ
、
十
月
二
十
七
日
上
側
式
が
行

な
わ
れ
た
。

建
物
の
内
容
は
、
保
育
室
〈
二
）
や
乳

児
謡
、
地
戯
室
、
事
務
窓
、
炊
事
室
に
、

物
凶
や
便
所
、

玄
関
な
ど
も
含
め
て
総
開

制
三

O
二
、
三
平
方
米
で
、
十
一

一月
十
日

完
成
の
予
定
で
あ
る

d

（
民
償
課
〉

に
ば
こ
」

ω防
止
。

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
．
止
し
い
使
い
方

一一一
、
サ
イ

ν
ン
の
吹
的
と
作

μ
の
査
祭
、

問
問
中
は
次
の
肢
に
サ
イ
レ
ン
を

な・
り
し
て
町
民
の
欝
火
心
を
高
め
、

ま
か
山
口
さ
ん
の
家
躍
を
お
訪
ね
し
て

査
祭
を
行
な
い
、
火
災
危
険
を
無
く

す
る
と
共
に
、
人
命
安
全
の
た
め
に

ご
相
談
い
た
し
ま
す
一
ν

八
サ
イ
レ
ン
吹
問
時
間
〉

午

附

七

時

〓

’
b
MV
r

h
叶
臼
H

U

J

J

広
L
V

〈
サ
イ
レ
ン
吹
闘
の
方
法
〉

一
五
秒
附
六
秒
休
三
汁

（
抑
留
百
集
信
号
）

（
朝
日
町
尚
防
署
）

「
寝

電

話

局

r、，、，．，、，
a、，、，、，
ap‘，

V
正
し
い
電
話
番
号
の
表
示
を

ダ
イ
ヤ
ル
間
違
い
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

名
刺
、
封
筒
、
包
接
紙
‘
広
告
マ
ッ
チ
、

カ
レ
ン
，タ
l
、
指
般
に
、
正
し
い
悩
話
番

号
を
お
の
せ
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
の
よ
う
に
市
外
局
喬
も
忘
れ
ず
に

印
刷
し
て
く
．
た
さ
い
。

〔例〕

泡
話
制
日
（

O
七
六
五
八
）
一
一
｜
四
九

O
一
（
代
）

V
宇
奈
月
が
自
動
化
に
な
り
ま
し
た

十
月
二
十
六
日
か
ら
、
ア
奈
月
局
と
浦

山
間
が
自
助
沼
稲
に
な
り
ま
し
た
。

電
話
喬
凡
々
も
全
部
新
し
く
な
り
ま
し
た

か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
c
市
外
局
番
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

｛
子
奈
月
温
泉
地
区。

宍
去
｜一

．l
×
×
×
×

内
山
、
一
卜
立
、
船
山
地
区

。七六五六
｜
五
l
×

x
x
×

（
倒
臼
電
報
電
話
局
）

台、

'=> 



ー
上
き
れ
い
な
町
づ
く
り
に

J

「
｜
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
の
お
願
い

l
L

。
フ
ク
口
敬
集
に
ご
協
力
を
。

川
任
ま
で
の
心
物
ば
．f
リ
バ
ケ
ヅ
に
よ

り
収
集
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
民
近

の
交
通
事
情
、
町
の
尖
簡
な
こ
の
点
で
、

こ
の
収
集
に
も
限
度
が
あ
り
、
そ
れ
に
か

わ
る
物
と
し
て
フ
ク
ロ
収
集
を
実
砲
し
て

お
り
ま
す
a

こ
の
フ
γ

ロ
を
ほ
川
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
の
利
円．
ば
次
ゆ
と
お
リ
で
す

ーし

川
百
い
容
仰
を
い
ほ
っ
て
一日
但
し
な
く
て
も

ず
み
、
収
川
以
後
の
引
け
総
の
持
ち
か
え
り

に
試
宇
佐
山
う
こ
と
が
な
い
。

閣
作
業
員
ば
川
・時
ゴ
ミ
に
ふ
れ
た
の
、
悪

%
に
制
を
そ
む
け
る
こ
と
な
く
、
作
業

昭和 44年 1I月 10日
月刊（毎月10日発行〉ひさあ（鹿沼鎚易封）第171号 (6) 

現
在
、
特
別
的
州
地
凪
か
ら
出
る
ゴ
ミ

不
燃
物
争
収
梨
市
三
円
で
収
集
し
て
い
ま

す
が
、
収
集
上
非
市
に
支
慌
を
き
た
し
ィ一

ミ
収
集
の
能
率
を
悪
く
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
明
る
い
き
れ
い
な
町
づ
く

り
の
た
め
、
次
の
率
一項
に
対
し
ζ
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
c

一
、
台
所
か
ら
出
る
川
物
は
、
町
通
の
ゴ

・？
と
区
別
し
て
・
ナ
イ

u
y
災
に
明
に

し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

二、

燃
焼
物
、
不
燃
焼
吻
は
必
ず
別
な
谷

掃
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

三
、
道
齢
、
川
、

下
水
、
川
水

3
に
絶
対

に
ゴ
ミ
奇
的
て
な
い
で
く
だ
さ
い。

…

2
B

例
人
目
的
川
叫
ん
討
が
行
な
わ
れ
る
だ
け
で
、

川
v

m

E

」

J
P

補
析
の
比
帆
は
も
と
よ
り
、
そ
の
政
見
え

～

τ
1．
の

知
る
ζ

と
す
ら
容
劫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

円

、

〆

B
‘，

そ
こ
で
私
は
、

同
会
議
口
口
選
挙
等
に
発
～

引

の

－

U
E
r

行
さ
れ
る
選
法
j

広
報
？
、
来
年
の
町
長
、
山

明

～
一

〆

W
団

町
議
選
に
お
い
て
も
発
行
ざ
れ
ん
こ
と
を

叩

v

，

nu－

虫
望
す
る
も
の
で
す
。

－

・

山
付
ば
、

公
職
選
供
託
に
、
町
の
条
例
目

…
選
挙
広
報

発

行

を

願

う

で
山
め
れ
ば
選
挙
仏
慨
を
存
す
る
こ
と
…

一

選
挙
の
時
に
正
し
い
候
補
者
，
伊
』
選
ぶ
が
で
き
る
則
定
が
あ
ゐ
そ
う
で
す
。
事
%
…

一
ζ

と
は
、
明
る
く
正
し
い
政
治
の
制
本

似
般
市
で
は
数
年
前
か
ら
選
準
広
報
を
先

…

一
で
あ
る
乙
と
は
ず
門
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

～

m
u
。

正

し
い
代
説
者
を
選
ぶ
た
め
に
も
こ
の

叫

吋

，
／

～

来
年
は
町
長
、
町
議
会
議
民
一選
挙
の

制
度
は
必
掛
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
の
と

…
伴
、
私
述
は
こ
の
時、
例
年
聞
を
任
せ

う

は
佑
に
労
力
さ
れ
る
よ
ご
判
く
願
う
も
の

一

一
る
代
表
析
を
選
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ο

で
す
。

一

日
し
か
し
町
長
．
町
漏
出
に
あ
っ
て
は
、

（

－－
一
代
附

－
れ川
作
）

d

一
た
だ
い
た
ず
ら
に
ポ
ス

タ
ー
が
は
ら
れ

一

v

・2
，、．‘．，、．
‘，，B
．‘，、
一．‘J、．‘a
，、．‘，，、．、，
E

・‘，，、．
1

，、．、，
、．3
，、．3
，、．3’z
．。‘，
，、．3h

条
件
は
大
幅
に
改
越
さ
れ
る
。

ω町
の
美
観
が
保
た
れ
、
通
行
の
邪
魔
に

な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
。

以
上
、
そ
の
仙
あ
り
ま
す
が
、

ζ

れ
か

ら
の
．コ
ミ
収
%
は
こ
つ
め
る
べ
き
か
と
思

い
ま
す
乃
で
、

M
－非
同
則
し
て
く
．た
さ
い

今
ま
で
の
ゴ
ミ
鮪
を
処
分
す
る
こ
と
で
は

な
く
て
、
フ
ク
ロ
を
バ
ケ
ツ
の
中
へ
入
れ

て、

｝
杯
に
な
る
と
収
集
カ
所
へ
出
す
と

い
う
方
法
で
す
。

こ
の
川
氏
は
役
場
民
生
課
に
て
・
一O
枚
入

．． 

0
円、

一
H
O
円
で
売
っ
て
い
ま
す
。

（
民
生
課
）

心
配
ご
と
相
談
所
の
利
用
を

一
川
口
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
明

日
町
社
会
協
祉
協
議
会
で
は
、
次
に
よ
り

心
回
ご
と
相
詰
所
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん

の
自
治
生
情
に
お
け
る
、
い
ろ
い
ろ
の
悩

み
ご
と
の
相
談
州
手
と
な
り
、
問
題
の
解

決
に
以
HH
し
て
お
り
家
す
の
で
、
試
世
に

ご
判
川
く
だ
さ
い
ω円

け
」

O
相
談
日

括
起
月
曜
日

（
祭
日
を
除
く
）
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

。
柑
議
場
所

胡
口
町
心
配
ご
と
相
談
所
（
魚
津
版
業

安
定
岬
初
日
付
宗
一
隣
）

（民
性
諜
）

第
三
次
自
衛
官
募
集
中

．34u
j
m
 

二
等
陸
悔
や
・土

四
十
三
門

－
U
民
間

問

削

和
四
十
四
年
十
二
月
三

十
一

円
ま
で

．
出
川
試
験
の
場
所

角
川
市
大
町
五
五

日
山
川
隊
－
M
山
地
万
辿
wm削

M
Mド川
け

hH
U川
山

1・1
1
1
1
1

詳
制
は
川
氏
助
総
務
制
ま
で
お
と
す
ね
く

（
総
傍
凍
）

よ

ろ
こ
び

の
人

マ
蛭
谷
H
北
山
昭
、
蛭
谷
H
花
山
利
子

マ
境
H
水
島
義
輝
、
富
山
市
川
八
ツ
楠
仰

子
マ
沼
保
H
坂
怠
正
義
、
道
下
l
H
赤
川
干
密

子
マ
東
倍
野
H
F
沢
秀
附
、
富
山
市
J
小
林

悦
子

円

v
れ
H
駒
山
作
隣
一
、
道
下
H
本
村
邦
子

マ
川
H
U比
一
比
英
、
荒
川
1
0
・到
地
辛
子

円

v
笹
川
H
竹
内
昭
広
、
境
H
水
島

ハ山川
ミ

マ
閉
し
手
塚
晴
雄
、
前
H
石
谷
本
校

マ
泊
H
臼
本
保
、
断
水
U
商
品
問
チ

勺

v
金
山
H
鍛
治
・倍
荘
、
入
内
町
H
腎
木
京

ψ

寸

マ
不
動
作
上－
H
川
L
L・山
人
間
、
滑
川
市
H
H
似
山

桁

〆寸

府
九
釦
判
一

マ
三

枚

橋

渡

辺

久

雄

長

男

欣

彦

マ
蛭
谷

長

崎

満

夫

長

男

時

附

マ
道
下

平

沢

毅

夫

二

女

栄

火
子

一v
境
配
小
山
同
市
直

一一一児

救
品

〉
荒

川

溢

場

三
川川

良

女

智

子

〉
桜

町

水

ド
林
一
一

．則

的

川

マ
京
都
野

附

品

開
繁

長

友

早

鰍

マ
道
下

道

刷

出

長

女

悦

〆

ナ

マ
補

足

陪

沢

伸

一

長

男

喧
雌

マ
平

柳

米

任

誠

二

長

問

健

一

マ
機

水

品

口

説

明

光

4

一v山
崎

秋
山
利
倣
民
見

知
水

マ
泊
一卜

問
中
氏
久

一「
什
訴
事
町
制

。
・
山
崎
宵
島
末
次

長
山

栄

次

f

陵
町

鍛

治

治

安

タ

－
4
u
織

〈
朝
日
町
の
人
口

V

〈
九
月
三
十
日
現
在
）

%

九、

一一一
七
五
人

女

－

O
、
八
O
一
入

社

二

O
、

－
七
六
人

仰い川
市
放

五

、

O
凶
八
附
併

先
月
の
交
通
事
故

（朝
日
町
管
内
）

一
人

．
．
 一人

マ
埴
下

マ
月
山

ヲ
f
EL
M
m
v

？、
T

H
r

V
Amu
 

マ
赤
川

／白
－づ
H
H

マ
山
崎

一〉
東
草
野

マ
金
山

マ
荒
川

V
山
崎

マ
東
経
野

一γ山内
附

V
師
谷

マ
破
防
ぃ
・
野

マ
境

マ
境

マ
下
山
新

マ
得
一川

マ
削
保

マ
尚
ノ
紺

マ
出: !'.1死 件郵定送印編

便 w
日IJ~ft 

喬発
号価料所行 水

間
秀
雄

畏
仲
介
一
一
雄

入
以
瓜
人

的

市
川

市
叩

合
ル
引
が

河
村
筏
光

秀
行

秀
朗

成
光

陥
樹

叫
ノ
吋
登

山

江

之

一
な
く
な
っ
た
人
」

長 i乏長長長良
H’勺珂到男男

七
択
さ
と
（
七
七
才
）

岡
本
み
よ
（
七
二
才
）

清
水
の

い

（

八

O
才
〉

上
杉
っ
た
（
七
六
才
〉

安
述
定
次
郎
（
六
九
才
）

佐
渡
れ
次
郎
（
六
六
才
〉

佐
出
は
る
（
八
，
一才）

米
正
米
次
郎
（
八
八
十づ）

水
嶋
つ
や
（
五
六
才
）

水
島
光
開

〈
三
二
才）

水
島
忠
太
郎
（
八
四
才
〉

添
削
ゆ
き

（
七
八
才
）

深
川
船
与
問

〈六
九
才
）

下
山
ふ
さ

（

八

O
才）

出
ル
利
子
〈
凶

一
才）

秋
山
は
る

（

七

O
才）

｛拐亡

φ ti者数

九六六1ifoi;;uJ 

瓦 越 日
l円円町。F:ll仰
七 は

品I）場


